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9 　住んでよかった 私の町 浅
川

P2 町のわだい・できごと
 P2　浅川の花火
 P6　各地で開催!夏の催し
 P8　農業委員会委員決定
 P9　その他のわだい・できごと
P12 米寿祝い・出生祝い
P14 保健センターだより
P16 9月は防災月間
P18 各種お知らせ
P23 9月の主な行事
P24 町民リレー

今月の主な内容

〜
両
町
青
年
会
主
催
浅
川
の
花
火
〜

伝
統
の
継
承
者



平
成
二
十
六
年
度 

浅
川
の
慰
霊
花
火

月
輪
の
五
智
花

〜
三
世
へ
の
祈
り
〜

須藤町長の点火式により打ち上げ開始

花火に浮きあがる大からくり次々と打ち上がるスターマイン天空へと祈りを届ける太鼓の音浅川の伝統花火　大地雷火

が 
ち

り 

ん

ご

さ
ん
ぜ

ち

ば 

な

雲
か
ら
降
り
注
ぐ
は
　

光
の
雨

　
　

響
く
は
二
尺
五
連
の
鎮
魂
歌
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①浅川の地に聳え立つ大からくり　②神仏混交
慰霊祭　③玉串奉奠をする両青年会長　④城山
警戒にあたる第５分団と他分団の協力団員　⑤
出発の段雷を打ち上げる荒町青年会小室会長　
⑥両町青年会をサポートする町消防団　⑦両町
青年会を代表して祭文を読む本町青年会堀江会
長　⑧事前に行われたた花火打上対策会議　⑨
大からくりを作る本町青年会

　

浅
川
の
花
火
が
８
月
16
日
㈯
、
午
後
７
時
か
ら
本
町

青
年
会
（
堀
江
修
会
長
）
、
荒
町
青
年
会
（
小
室
崇
会

長
）
の
主
催
に
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
悪
天
候
に
よ
る
順
延
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

雨
が
上
が
っ
た
た
め
予
定
通
り
午
前
９
時
か
ら
弘
法
山

に
お
い
て
慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
慰
霊
祭
で

は
、
過
去
の
戦
没
者
と
東
日
本
大
震
災
で
の
犠
牲
者
を

供
養
し
、
今
年
の
花
火
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
は
、
本
町
西
裏
地
内
に
お
い
て

大
か
ら
く
り
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
須
藤
町
長
、

本
町
青
年
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
出
発
の
段
雷
を

上
げ
、
大
か
ら
く
り
が
出
発
し
ま
し
た
。
大
か
ら
く
り

は
青
年
会
及
び
町
消
防
団
が
力
を
合
わ
せ
て
担
ぎ
上
げ
、

町
内
を
練
り
歩
き
な
が
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
近
く
の
打

ち
上
げ
現
場
ま
で
運
び
込
ま
れ
、立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
始
時
刻
に
な
っ
て
も
天
候
は
回
復
せ
ず
、
小
雨
と

霧
の
か
か
る
中
「
浅
川
の
花
火
」
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
須
藤
町
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
午
後
７
時
に

点
火
式
が
行
わ
れ
、
町
長
自
ら
の
手
で
花
火
に
火
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
供
養
花
火
と
と
も
に
大
小

様
々
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
終
盤
に
は
、
今
年
も

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
祈

り
、
被
災
地
と
の
思
い
を
一
つ
に
し
、
関
係
者
と
来
場

者
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
浅
川
の
慰
霊
花
火
「
月

輪
の
五
智
花
〜
三
世
へ
の
祈
り
〜
」
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

夏
の
夜
空
に
祈
り
を
届
け
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
雲
が

低
か
っ
た
た
め
地
上
か
ら
は
良
く
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
雲
を
抜
け
た
天
空
か
ら
は
、
二
尺
五

連
の
大
輪
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

浅
川
の
花
火
は
、
石
川
警
察
署
や
町
消
防
団
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
そ
の
他
多
く

の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
協
賛
の
も
と
打
ち
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴
史
あ
る
伝
統
行
事

浅
川
の
花
火 

開
催

1

237

45

8

69



真っ盛り真っ盛り

今
年
も
迎
え
る
夏
本
番

　

長
か
っ
た
梅
雨
が
明
け
、
今
年
も
あ
つ
い

夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
連
日
30
℃
を
超
え

る
猛
暑
の
中
、
町
内
各
地
で
は
様
々
な
夏
の

催
し
が
開
か
れ
ま
し
た
。

短
冊
に
願
い
を

　

７
月
７
日
は
七
夕
の
日
。
七
夕
で
は
、
短

冊
に
願
い
事
を
書
い
て
吊
る
す
と
願
い
が
叶

う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
幼
稚
園
、

学
校
な
ど
で
も
葉
竹
を
飾
り
、
短
冊
に
願
い

事
を
書
い
て
吊
る
し
ま
し
た
。
短
冊
に
は
将

来
な
り
た
い
も
の
や
欲
し
い
も
の
な
ど
夢
の

あ
る
も
の
か
ら
、
父
兄
の
皆
さ
ん
が
書
い
た

子
ど
も
の
成
長
を
願
う
も
の
な
ど
様
々
な
願

い
事
が
吊
る
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
に
も
七
夕
に
ち
な
ん
だ
織

姫
と
彦
星
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
ク
イ
ズ
を

し
た
り
し
て
年
に
一
度
の
「
七
夕
」
を
楽
し

み
ま
し
た
。

各
地
で
は
夏
ま
つ
り

　

保
育
所
の
夕
涼
み
会
を
始
め
、
幼
稚
園
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
さ
ぎ
そ
う
な
ど
で
、
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
勢
の

人
が
訪
れ
、
浅
川
保
育
所
や
さ
ぎ
そ
う
に
は
、

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
あ
さ
ま

る
」
も
遊
び
に
来
ま
し
た
。
ま
た
、
色
鮮
や

か
な
浴
衣
で
来
る
人
も
大
勢
お
り
、
会
場
を

華
や
か
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
会
場
で
は
手

作
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
催
し
物
も
あ
り
、

来
場
さ
れ
た
方
々
は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
浅
川
小
学
校
、
山
白
石
多
目
的
研

修
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
今
年
も
盆
踊
り
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
開
催
、

花
火
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
!!

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
の
あ
い
に
く
の
天
気
で
、
一
時
大
雨
に
よ

る
中
止
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
う
に
か

天
候
は
持
ち
直
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
数
々
の
出
店
が
並
び
、
毎
年
恒

例
の
尺
玉
投
げ
大
会
や
、
地
雷
火
太
鼓
、
塙

工
和
太
鼓
部
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
例
年
に
比
べ
れ
ば
悪
天
候
の
た
め

来
場
者
は
少
な
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
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7月7日浅川保育
所七夕会

7月24日デイサービ
ス夏祭り

7月7日山白石小学校七夕集会

7月7日山白石保育所七夕まつり

7月7日里白石小学校たなばた集会

7月25日浅川保育所夕涼み会

7月25日山白石保育所夕べのつどい7月26日浅川
幼稚園なつま

つり

8月2日さぎそう夏祭り

花火の里フェスティバル開会式

毎年恒例尺玉投げ
全国大会!地雷火太鼓の皆さんによる演奏

塙工和太鼓部の元気
いっぱいの演奏

商工会青年部部長
がんばろ～三唱！

フェスティ
バル楽しい

ね友達といっしょに

7月7日浅川保育
所七夕会

7月24日デイサービ
ス夏祭り

7月7日山白石小学校七夕集会

7月7日山白石保育所七夕まつり

8月14日
山白石豊年盆踊り大会

8月14日
山白石豊年盆踊り大会

7月7日里白石小学校たなばた集会

7月25日浅川保育所夕涼み会

7月25日山白石保育所夕べのつどい7月26日浅川
幼稚園なつま

つり

8月2日さぎそう夏祭り

花火の里フェスティバル開会式

毎年恒例尺玉投げ
全国大会!地雷火太鼓の皆さんによる演奏

塙工和太鼓部の元気
いっぱいの演奏

商工会青年部部長
がんばろ～三唱！

フェスティ
バル楽しい

ね友達といっしょに

会場の皆さんと
一緒にお笑い漫

才
会場の皆さんと

一緒にお笑い漫
才

8月14～15日浅川納涼盆踊り大会

8月14～15日浅川納涼盆踊り大会

みんな笑顔!
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浅
川
町
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
さ
れ
、
第
１
回
の
農
業

委
員
会
総
会
が
７
月
22
日
㈫
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
、
議
席
の
決
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
の
権
利
移
転
や
、

農
地
転
用
に
伴
う
農
地
法
等
の
許
認
可
業
務
を
中
心
と
し
た

農
地
行
政
を
担
っ
て
お
り
、
毎
月
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
任
期
は
平
成
26
年
７
月
20
日
か
ら
平
成
29
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

　浅川町農業委員会は、選挙で選ばれる選挙委員15名
と、農業協同組合、農業共済組合、土地改良区が推薦
し、町長が選任する選任委員3名の計18名で構成され
ています。
　農地のことでお悩みの方は、最寄りの農業委員、又
は農業委員会事務局までご相談ください。
【問い合わせ】
　　　　　　　浅川町農業委員会事務局　☎36-2323

役
　

職

氏
　

名

区
分

調
査
担
当
区
域

矢
吹　

光

兼
子
俊
幸

角
田
正
之

上
野
一
郎

我
妻
安
徳

小
宅
善
一

渡
辺
幸
雄

藤
田
幸
一

鈴
木
庄
一

高
野
清
美

小
宅
公
男

我
妻
和
四

鈴
木
幸
治

水
野　

誠

水
野
光
一

角
田　

勝

緑
川
重
一

根
本
和
美

選
挙

選
挙

選
任

選
挙

選
任

選
挙

選
挙

選
任

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

簑
輪
・
袖
山

大
草

荒
町

滝
輪

里
白
石
北
部

中
里
・
根
岸
・
松
野
入

本
町
１
区
・
２
区

染山
白
石
４
区
・
６
区

里
白
石
南
部

福
貴
作

小
貫
・
太
田
輪

山
白
石
１
区
・
２
区
・
３
区

山
白
石
５
区
・
７
区

背
戸
谷
地

東
大
畑
１
区
・
２
区

畑
田

会
　

長

会
長
職
務
代
理
者

町のわだい・できごと
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帰
路
の「
浅
川
町
民
号
」は
、舞
台
の
余

韻
も
そ
の
ま
ま
に
小
宴
会
場
へ
と
早
変
わ

り
し
、参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
賑
や
か

な
声
が
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

水
郡
線
は
、昭
和
９
年
の
全
線
開
通
か

ら
80
年
を
迎
え
、現
在
も
沿
線
の
人
々
の
主

要
な
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
再
乗

車
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「
さ
ぎ
そ
う
」
草
む
し
り

 

８
月
２
日
㈯
に
行
わ
れ
た
さ
ぎ
そ
う
の

夏
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
さ
ぎ
そ
う
の
草
む

し
り
を
７
月
27
日
㈰
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
草
む
し
り
は
、
さ
ぎ
そ
う
の
夏
祭

り
前
に
毎
年
婦
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
25
名
の

方
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
と
は
い
え
、
暑
い
中
汗
だ
く
に

な
っ
て
作
業
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
夏
祭
り
に
来
た
方
や
利
用
者
の

方
々
か
ら
は
、
「
夏
祭
り
の
前
に
庭
が
綺

麗
に
な
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
。
」
と
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
毎
年
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

　

会
員
の
皆
さ
ん
と
、
活
動
に
賛
同
し
て

い
る
町
民
の
方
々
か
ら
の
協
力
の
も
と
、

「
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」
20
袋
と
「
プ
ル
タ

ブ
」
87
㎏
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
」
を
寄
付
し

ま
し
た
。

　

「
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」
は
、
石
川
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
寄
付
し
、
約
800
個
で
発

展
途
上
国
の
子
ど
も
一
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

に
な
り
ま
す
。
「
プ
ル
タ
ブ
」
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ぎ
そ
う
に
寄
付
し
、
車

い
す
な
ど
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
」
は
浅
川
小
学
校
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
一

年
を
通
じ
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
環
境
保
護
と
あ
わ

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
郡
線
の
存
続
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

水
郡
線
を
利
活
用
し
た
町
民
相
互
の
親
睦

交
流
の
イ
ベ
ン
ト
「
浅
川
町
民
号
」
が
、

７
月
19
日
㈯
に
町
民
120
名
を
乗
せ
出
発
し

ま
し
た
。

　

「
浅
川
町
民
号
」
は
、
ま
ず
茨
城
県
水

戸
駅
へ
行
き
、
そ
こ
で
特
別
列
車
ス
ー

パ
ー
ひ
た
ち
号
へ
乗
り
換
え
て
東
京
日
本

橋
明
治
座
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

芸
能
生
活
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
今
年

の
観
劇
「
芸
能
生
活
50
周
年
記
念
公
演 

五
木
ひ
ろ
し
歌
舞
奏
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜
時
代

を
超
え
て
心
に
染
み
る
歌
声
〜
」
は
、
多

彩
な
楽
器
の
演
奏
と
な
つ
か
し
の
ヒ
ッ
ト

曲
か
ら
最
新
曲
ま
で
が
披
露
さ
れ
、
地
方

で
は
見
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

水
郡
線
の
旅

　
　
　

「
浅
川
町
民
号
」

婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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浅
川
町
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
さ
れ
、
第
１
回
の
農
業

委
員
会
総
会
が
７
月
22
日
㈫
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
会
長
及
び
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
、
議
席
の
決
定
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
、
農
地
の
売
買
や
貸
借
な
ど
の
権
利
移
転
や
、

農
地
転
用
に
伴
う
農
地
法
等
の
許
認
可
業
務
を
中
心
と
し
た

農
地
行
政
を
担
っ
て
お
り
、
毎
月
厳
正
な
審
査
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
任
期
は
平
成
26
年
７
月
20
日
か
ら
平
成
29
年
７
月

19
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

　浅川町農業委員会は、選挙で選ばれる選挙委員15名
と、農業協同組合、農業共済組合、土地改良区が推薦
し、町長が選任する選任委員3名の計18名で構成され
ています。
　農地のことでお悩みの方は、最寄りの農業委員、又
は農業委員会事務局までご相談ください。
【問い合わせ】
　　　　　　　浅川町農業委員会事務局　☎36-2323

役
　

職

氏
　

名

区
分

調
査
担
当
区
域

矢
吹　

光

兼
子
俊
幸

角
田
正
之

上
野
一
郎

我
妻
安
徳

小
宅
善
一

渡
辺
幸
雄

藤
田
幸
一

鈴
木
庄
一

高
野
清
美

小
宅
公
男

我
妻
和
四

鈴
木
幸
治

水
野　

誠

水
野
光
一

角
田　

勝

緑
川
重
一

根
本
和
美

選
挙

選
挙

選
任

選
挙

選
任

選
挙

選
挙

選
任

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

選
挙

簑
輪
・
袖
山

大
草

荒
町

滝
輪

里
白
石
北
部

中
里
・
根
岸
・
松
野
入

本
町
１
区
・
２
区

染山
白
石
４
区
・
６
区

里
白
石
南
部

福
貴
作

小
貫
・
太
田
輪

山
白
石
１
区
・
２
区
・
３
区

山
白
石
５
区
・
７
区

背
戸
谷
地

東
大
畑
１
区
・
２
区

畑
田

会
　

長

会
長
職
務
代
理
者

町のわだい・できごと
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帰
路
の「
浅
川
町
民
号
」は
、舞
台
の
余

韻
も
そ
の
ま
ま
に
小
宴
会
場
へ
と
早
変
わ

り
し
、参
加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
賑
や
か

な
声
が
あ
ふ
れ
る
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

水
郡
線
は
、昭
和
９
年
の
全
線
開
通
か

ら
80
年
を
迎
え
、現
在
も
沿
線
の
人
々
の
主

要
な
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
の
再
乗

車
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

「
さ
ぎ
そ
う
」
草
む
し
り

 

８
月
２
日
㈯
に
行
わ
れ
た
さ
ぎ
そ
う
の

夏
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
さ
ぎ
そ
う
の
草
む

し
り
を
７
月
27
日
㈰
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
草
む
し
り
は
、
さ
ぎ
そ
う
の
夏
祭

り
前
に
毎
年
婦
人
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
25
名
の

方
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
と
は
い
え
、
暑
い
中
汗
だ
く
に

な
っ
て
作
業
を
し
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
夏
祭
り
に
来
た
方
や
利
用
者
の

方
々
か
ら
は
、
「
夏
祭
り
の
前
に
庭
が
綺

麗
に
な
っ
て
と
て
も
嬉
し
い
。
」
と
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
、
毎
年
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に

　

会
員
の
皆
さ
ん
と
、
活
動
に
賛
同
し
て

い
る
町
民
の
方
々
か
ら
の
協
力
の
も
と
、

「
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」
20
袋
と
「
プ
ル
タ

ブ
」
87
㎏
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
」
を
寄
付
し

ま
し
た
。

　

「
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
」
は
、
石
川
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
寄
付
し
、
約
800
個
で
発

展
途
上
国
の
子
ど
も
一
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

に
な
り
ま
す
。
「
プ
ル
タ
ブ
」
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
さ
ぎ
そ
う
に
寄
付
し
、
車

い
す
な
ど
の
購
入
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
「
ベ
ル
マ
ー
ク
」
は
浅
川
小
学
校
へ

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

婦
人
会
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
一

年
を
通
じ
て
活
動
を
継
続
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
環
境
保
護
と
あ
わ

せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
郡
線
の
存
続
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、

水
郡
線
を
利
活
用
し
た
町
民
相
互
の
親
睦

交
流
の
イ
ベ
ン
ト
「
浅
川
町
民
号
」
が
、

７
月
19
日
㈯
に
町
民
120
名
を
乗
せ
出
発
し

ま
し
た
。

　

「
浅
川
町
民
号
」
は
、
ま
ず
茨
城
県
水

戸
駅
へ
行
き
、
そ
こ
で
特
別
列
車
ス
ー

パ
ー
ひ
た
ち
号
へ
乗
り
換
え
て
東
京
日
本

橋
明
治
座
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

芸
能
生
活
の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
今
年

の
観
劇
「
芸
能
生
活
50
周
年
記
念
公
演 

五
木
ひ
ろ
し
歌
舞
奏
ス
ペ
シ
ャ
ル
〜
時
代

を
超
え
て
心
に
染
み
る
歌
声
〜
」
は
、
多

彩
な
楽
器
の
演
奏
と
な
つ
か
し
の
ヒ
ッ
ト

曲
か
ら
最
新
曲
ま
で
が
披
露
さ
れ
、
地
方

で
は
見
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

水
郡
線
の
旅

　
　
　

「
浅
川
町
民
号
」

婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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第
14
回
石
川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会
が
、
７
月
９
日
㈬
に
浅

川
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
石
川
郡
５
町
村
か
ら
計
25

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
熱
戦

の
結
果
、
浅
川
町
の
荒
町
Ａ
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
競
技
を
通

し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

心
身
の
健
康
維
持
を
は
か
り
、
活
力
あ
る

豊
か
な
長
寿
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
お
り
、
多
く
の
人
と
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
を
退
職
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ

れ
る
「
隊
友
会
」
と
の
協
力
協
定
「
災
害

時
に
お
け
る
隊
友
会
の
協
力
に
関
す
る
協

定
書
」
の
締
結
式
が
、
７
月
18
日
㈮
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
そ
の
他

の
災
害
等
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
町
が
隊
友
会

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き

に
協
力
を
要
請
で
き
る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
は
役
場
町
長
室
に
お
い
て
行
わ

れ
、
隊
友
会
石
川
地
区
阪
本
会
長
と
隊
友

会
員
２
名
が
来
庁
し
、
町
か
ら
は
須
藤
町

長
、
結
城
総
務
課
長
ら
が
出
席
し
、
協
定

内
容
を
確
認
し
た
後
、
須
藤
町
長
、
阪
本

会
長
が
協
定
書
に
署
名
押
印
し
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
度
生
ま
れ
の
「
歳
重
ね
会
」

の
方
々
が
、
母
校
と
な
る
浅
川
小
学
校
、

浅
川
中
学
校
へ
寄
付
を
し
ま
し
た
。
浅
川

小
学
校
へ
は
会
長
の
松
崎
信
之
さ
ん
（
荒

町
）
と
副
会
長
の
岡
部
保
さ
ん
（
中
里
）

が
訪
れ
、
寺
門
校
長
へ
寄
付
金
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

「
歳
重
ね
会
」
は
６
月
14
日
〜
15
日
に

行
わ
れ
、
５
月
31
日
に
は
、
35
年
前
の
卒

業
当
時
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘

り
お
こ
し
ま
し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

は
文
集
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
当
時
の
卒
業
生

93
人
分
の
お
ち
ょ
こ
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
当
時
を
懐
か
し

み
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

浅
中
野
球
部
大
健
闘
!!

　

７
月
16
日
㈬
か
ら
25
日
㈮
に
行
わ
れ
た

「
夏
の
交
通
死
亡
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
に
伴
う
啓
発
活
動
が
、
７
月
17

日
㈭
に
里
白
石
の
多
満
留
食
堂
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
国
道
118
号
を
通
る
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
川
警
察
署
、
石
川
地
区
交
通

安
全
協
会
浅
川
分
会
（
岡
部
英
雄
会
長
）
、

町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見
美
智
会
長
）

な
ど
か
ら
総
勢
36
名
が
出
席
し
、
棚
倉
町

方
面
か
ら
石
川
町
方
面
へ
向
か
う
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
暑
さ
や
疲
れ
に
気
を
つ
け
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

町のわだい・できごと

歳
重
ね
会

　
　

小
中
学
校
へ
寄
付

石
川
地
区

ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会
開
催

夏
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

啓
発
活
動

災
害
時
に
お
け
る

　
　
　

協
力
協
定
締
結
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子
供
た
ち
に
早
め
の
帰
宅
を
促
す
「
よ

い
子
の
み
な
さ
ん
」
の
放
送
の
録
音
が
、

７
月
24
日
㈭
に
役
場
放
送
室
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
送
を
担
当
し
た
の
は
、
里
白
石

小
学
校
６
年
生
の
相
田
琴
星
（
あ
い
た
こ

と
せ
）
さ
ん
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気

な
声
で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
放
送
は
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
四
カ
月
間
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
不
審
者
に
よ
る
声
か
け
事
案
な

ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
、
遅
く
ま
で
遊
ば
ず
、
暗
く

な
る
前
に
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
皆
さ
ん
か
ら
も
声
か
け
な
ど
を
あ
わ

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

柔
道
で
全
国
大
会
出
場

　

小
板
橋
翔
太
く
ん（
荒
町
）が
、８
月
17

日
㈰
に
開
催
さ
れ
た「
第
11
回
全
国
小
学

生
学
年
別
柔
道
大
会
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
７
月
17
日
㈭
に
役
場
町

長
室
を
訪
れ
、

須
藤
町
長
に
出

場
報
告
を
し
、

須
藤
町
長
か
ら

は
、
激
励
の
言

葉
と
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

学
童
野
球
福
島
県
大
会
出
場

　

学
童
野
球
チ
ー
ム
「
あ
さ
か
わ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ
」
が
、
７
月
26
日
㈯
よ
り
開
催
さ

れ
た
「
第
25
回

福
島
県
児
童
野

球
選
手
権
大

会
」
へ
出
場
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆

け
、
７
月
17
日

㈭
に
出
場
報
告

の
た
め
役
場
町

長
室
を
訪
れ
、

須
藤
町
長
と
内

田
教
育
長
か
ら

激
励
の
言
葉
と

激
励
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健
一
会
長
）

に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会
社
の
皆
さ
ん
が
、

８
月
８
日
㈮
に
町
内
の
幹
線
道
路
を
中
心

に
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
８
月
の
「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
保
持
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
悪
天
候
の
中
、
特

殊
な
道
路
清
掃
作
業
車
を
活
用
し
な
が
ら

作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
先
日

の
河
川
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
で
、
地
域
の
た

め
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

県
南
地
区
中
体
連
総
合
大
会
が
、
６
月

11
日
㈬
か
ら
県
南
地
区
の
各
会
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
浅
川
中
学
校
か
ら
は
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
で
５
位
に
入
賞
し
た
酒
井
直
也

選
手
（
前
衛
・
３
年
）
・
坂
本
翔
選
手

（
後
衛
・
３
年
）
ペ
ア
が
、
見
事
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

日
々
練
習
を
重
ね
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
臨
ん
だ
県
大
会
は
、
７
月
22
日

㈫
よ
り
会
津
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
一
回
戦
で
柳
川
中
学
校
の
選
手

と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
善
戦
す
る

も
１̶

４
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
３
年
間
の

練
習
の
成
果
が
見
ら
れ
る
良
い
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

中
体
連
総
合
大
会

　
　
　
　

県
大
会
出
場

「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」

　
　

早
め
の
帰
宅
を
!!

「
道
の
日
」

　
　
　

道
路
美
化
活
動

学
童
ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
交
付

,



広報あさかわ　2014.9　10

　

第
14
回
石
川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会
が
、
７
月
９
日
㈬
に
浅

川
町
民
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
石
川
郡
５
町
村
か
ら
計
25

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
し
て
熱
戦

の
結
果
、
浅
川
町
の
荒
町
Ａ
チ
ー
ム
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ク
ロ
リ
テ
ィ
競
技
を
通

し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

心
身
の
健
康
維
持
を
は
か
り
、
活
力
あ
る

豊
か
な
長
寿
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
楽
し
そ
う
に
プ

レ
ー
し
て
お
り
、
多
く
の
人
と
交
流
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
を
退
職
さ
れ
た
方
々
で
構
成
さ

れ
る
「
隊
友
会
」
と
の
協
力
協
定
「
災
害

時
に
お
け
る
隊
友
会
の
協
力
に
関
す
る
協

定
書
」
の
締
結
式
が
、
７
月
18
日
㈮
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
地
震
、
風
水
害
そ
の
他

の
災
害
等
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
町
が
隊
友
会

の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
と
き

に
協
力
を
要
請
で
き
る
も
の
で
す
。

　

締
結
式
は
役
場
町
長
室
に
お
い
て
行
わ

れ
、
隊
友
会
石
川
地
区
阪
本
会
長
と
隊
友

会
員
２
名
が
来
庁
し
、
町
か
ら
は
須
藤
町

長
、
結
城
総
務
課
長
ら
が
出
席
し
、
協
定

内
容
を
確
認
し
た
後
、
須
藤
町
長
、
阪
本

会
長
が
協
定
書
に
署
名
押
印
し
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
度
生
ま
れ
の
「
歳
重
ね
会
」

の
方
々
が
、
母
校
と
な
る
浅
川
小
学
校
、

浅
川
中
学
校
へ
寄
付
を
し
ま
し
た
。
浅
川

小
学
校
へ
は
会
長
の
松
崎
信
之
さ
ん
（
荒

町
）
と
副
会
長
の
岡
部
保
さ
ん
（
中
里
）

が
訪
れ
、
寺
門
校
長
へ
寄
付
金
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

「
歳
重
ね
会
」
は
６
月
14
日
〜
15
日
に

行
わ
れ
、
５
月
31
日
に
は
、
35
年
前
の
卒

業
当
時
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘

り
お
こ
し
ま
し
た
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

は
文
集
や
ウ
イ
ス
キ
ー
、
当
時
の
卒
業
生

93
人
分
の
お
ち
ょ
こ
な
ど
が
入
っ
て
お
り
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
当
時
を
懐
か
し

み
な
が
ら
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

浅
中
野
球
部
大
健
闘
!!

　

７
月
16
日
㈬
か
ら
25
日
㈮
に
行
わ
れ
た

「
夏
の
交
通
死
亡
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る

み
運
動
」
に
伴
う
啓
発
活
動
が
、
７
月
17

日
㈭
に
里
白
石
の
多
満
留
食
堂
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
国
道
118
号
を
通
る
ド
ラ
イ

バ
ー
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
石
川
警
察
署
、
石
川
地
区
交
通

安
全
協
会
浅
川
分
会
（
岡
部
英
雄
会
長
）
、

町
交
通
安
全
母
の
会
（
人
見
美
智
会
長
）

な
ど
か
ら
総
勢
36
名
が
出
席
し
、
棚
倉
町

方
面
か
ら
石
川
町
方
面
へ
向
か
う
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
、
チ
ラ
シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
り
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
や
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
暑
さ
や
疲
れ
に
気
を
つ
け
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

町のわだい・できごと

歳
重
ね
会

　
　

小
中
学
校
へ
寄
付

石
川
地
区

ク
ロ
リ
テ
ィ
大
会
開
催

夏
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

啓
発
活
動

災
害
時
に
お
け
る

　
　
　

協
力
協
定
締
結
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子
供
た
ち
に
早
め
の
帰
宅
を
促
す
「
よ

い
子
の
み
な
さ
ん
」
の
放
送
の
録
音
が
、

７
月
24
日
㈭
に
役
場
放
送
室
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
放
送
を
担
当
し
た
の
は
、
里
白
石

小
学
校
６
年
生
の
相
田
琴
星
（
あ
い
た
こ

と
せ
）
さ
ん
で
、
緊
張
し
な
が
ら
も
元
気

な
声
で
録
音
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
放
送
は
８
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
の
四
カ
月
間
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
不
審
者
に
よ
る
声
か
け
事
案
な

ど
が
増
え
て
い
ま
す
。
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
、
遅
く
ま
で
遊
ば
ず
、
暗
く

な
る
前
に
帰
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
皆
さ
ん
か
ら
も
声
か
け
な
ど
を
あ
わ

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

柔
道
で
全
国
大
会
出
場

　

小
板
橋
翔
太
く
ん（
荒
町
）が
、８
月
17

日
㈰
に
開
催
さ
れ
た「
第
11
回
全
国
小
学

生
学
年
別
柔
道
大
会
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆
け
７
月
17
日
㈭
に
役
場
町

長
室
を
訪
れ
、

須
藤
町
長
に
出

場
報
告
を
し
、

須
藤
町
長
か
ら

は
、
激
励
の
言

葉
と
激
励
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

学
童
野
球
福
島
県
大
会
出
場

　

学
童
野
球
チ
ー
ム
「
あ
さ
か
わ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
ズ
」
が
、
７
月
26
日
㈯
よ
り
開
催
さ

れ
た
「
第
25
回

福
島
県
児
童
野

球
選
手
権
大

会
」
へ
出
場
し

ま
し
た
。

　

大
会
に
先
駆

け
、
７
月
17
日

㈭
に
出
場
報
告

の
た
め
役
場
町

長
室
を
訪
れ
、

須
藤
町
長
と
内

田
教
育
長
か
ら

激
励
の
言
葉
と

激
励
金
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
建
設
業
協
力
会
（
圓
谷
健
一
会
長
）

に
加
盟
し
て
い
る
建
設
会
社
の
皆
さ
ん
が
、

８
月
８
日
㈮
に
町
内
の
幹
線
道
路
を
中
心

に
美
化
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
業
は
毎
年
、
８
月
の
「
道
路
ふ

れ
あ
い
月
間
」
の
一
環
と
し
て
、
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
保
持
す
る
目
的
で
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
悪
天
候
の
中
、
特

殊
な
道
路
清
掃
作
業
車
を
活
用
し
な
が
ら

作
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
先
日

の
河
川
の
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
ク

リ
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ン
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ッ
プ
作
戦
な
ど
で
、
地
域
の
た
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に
多
大
な
ご
協
力
を
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た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

建
設
業
協
力
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
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。

　

県
南
地
区
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連
総
合
大
会
が
、
６
月

11
日
㈬
か
ら
県
南
地
区
の
各
会
場
で
行
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れ
ま
し
た
。
浅
川
中
学
校
か
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は
、
ソ
フ
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ニ
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で
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位
に
入
賞
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井
直
也

選
手
（
前
衛
・
３
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）
・
坂
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翔
選
手

（
後
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・
３
年
）
ペ
ア
が
、
見
事
県
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

日
々
練
習
を
重
ね
、
ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
で
臨
ん
だ
県
大
会
は
、
７
月
22
日

㈫
よ
り
会
津
総
合
運
動
公
園
に
お
い
て
開

催
さ
れ
、
一
回
戦
で
柳
川
中
学
校
の
選
手

と
対
戦
し
ま
し
た
。
試
合
は
、
善
戦
す
る

も
１̶

４
で
敗
れ
ま
し
た
が
、
３
年
間
の

練
習
の
成
果
が
見
ら
れ
る
良
い
試
合
と
な

り
ま
し
た
。

中
体
連
総
合
大
会

　
　
　
　

県
大
会
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「
よ
い
子
の
み
な
さ
ん
」
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の
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いつまでもお元気で 祝米寿
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　平成26年9月16日で満75歳以上の方を招待して
盛大に開催されます。
　敬老年金証書の授与や記念品の贈呈などが行わ
れるほか、演芸では、各団体の方や保育所などの
子ども達による楽しい歌や踊りが披露されます。
　なお、記念品につきましては、当日出席された
方または通知を持参のうえ代理受付をした方のみ
とさせていただきますのでご了承ください。
　皆様のご出席をお待ちしております。

第６４回浅川町敬老会を開催します
９月13日（土）町民体育館

　本年度より出生祝い金の贈呈が第１子から
となり、その第１回目の贈呈が、７月２９日
（火）に役場町長室において行われました。
　今後も町長室において随時贈呈式を行って
いく予定です。
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３～４か月健診 １歳６か月児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

３歳児健診

１０月９日（木）

１０月２４日（金）
午後０：３０～０：４５

保健センター
平成２６年５月～６月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２５年１月～２月生

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２３年６月～８月生

１０月７日（火） ９月１９日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１０月２９日（水） ９月１１日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２６年６月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２５年８月～９月生

午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２６年２月～３月生

【つどいの広場】
日　時：１０月１４日（火）　午前９時３０分～１１時３０分　　場　所：保健センター
○開催時間内に自由に来訪、帰宅が可能です。ご都合のよい時間でご参加ください。
○身長・体重の測定ができます。
【にこにこ広場】
日　時：９月２６日（金）　午前１０時～１１時　　場　所：浅川保育所
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。
【みんなといっしょの広場】（浅川幼稚園との育児支援連携事業）
日　時：１０月２３日（木）　午前１０時～１１時 　　場　所：浅川幼稚園
○受付時間は午前９時５０分～１０時です。遅れないように集まってください。

【心の健康相談】　９月２４日（水）（予約制）
　相談を希望される方は、電話で申し込んでください。（電話３６－４７２２）
　精神面で悩みを持っている方、心の病気や精神障害で困っている方やその家族、関係者が対象に
なります。気持ちが落ち込む方、お子さんの行動が気になる方もご相談ください。
　相談には、医療機関の臨床心理士が応じます。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

まだまだ油断できません　熱中症に気をつけましょう
 水分補給のポイント
★のどが乾いていなくても、こまめに水分をとりましょう。
★水分・塩分の補給をするため、スポーツドリンクなどを飲むのもよいでしょう。
 暑さを避けるポイント
★外出時は、日傘をつかったり、帽子を着用したりしましょう。通気性のよい、吸湿・速乾の衣服を着用
　しましょう。
★保冷剤、冷たいタオルなどを携帯しましょう。（首を冷やすのは大切です。）
★室内では、エアコンや扇風機を使用し、室温の調整をしましょう。こまめな換気、遮光カーテン、すだ
　れ、打ち水などは、室温上昇を避けます。
 熱中症の症状と対処法
★熱中症の症状は、筋肉痛・大量の発汗・吐き気・倦怠感などで、重症になると意識障害も起こります。
★熱中症の対処法は、①涼しいところへ避難　②衣服や靴下、靴を脱がせる、ボタンやファスナーをゆる
　める　③からだを冷やし、水分や塩分をとらせる、などが大切です。症状が強い、自力で水が飲めない、
　意識がはっきりしない場合は、直ちに救急隊を要請しましょう。
★日頃からバランスのよい食事をし、十分な睡眠をとり、疲れをため込まないことも大切です。

15　広報あさかわ　2014.9 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

　皆さんは「傾聴」という言葉を知っていますか。「傾聴」とは、「耳を傾けて聴く」こと。心を込
めて、ほんのちょっとエネルギーを使って、相手の言葉をじっと聴くことです。自分の話すことを受
け止めて、話しを十分に聴いてもらうことで、精神的な健康の維持や回復に効果があると言われてい
ます。
　今回、３回コースで養成講座を開催いたしますので、関心のある方は、ぜひご参加ください。
　◎日　時
　　１回目：　９月２２日（月）午前１０時～１１時３０分　　（傾聴の目的と意義）
　　２回目：１０月　２日（木）午後１時３０分～３時３０分　（心地よい話し方の練習）
　　３回目：１０月１６日（木）午前１０時～１１時３０分　　（施設デイサービスで傾聴体験）
　◎会　場：保健センター等
　◎申込先：９月１９日（金）までに電話で申込みください。（☎３６－４７２２）
　◎その他：１回の受講でも可能で、参加費は無料です。ぜひご参加ください。

９月は自殺対策強化月間
～大切な人の悩みにきづく まもる つなぐ みんなでできる 命のバトン～

　町では、今年も福島県自殺対策緊急強化基金を活用し、臨床心理士による心の健康相談、母子健診時の
保護者同士のミニ座談会、一人暮らしの高齢者の方に絵手紙を配布する事業など、各世代にむけ、心の健
康づくりに関する様々な事業を実施しています。
　啓蒙普及活動として、各健診やサロン等でのパンフレットの配布をはじめ、小・中学生を対象に、命の
大切さに関する標語・イラストを募集しました。保健福祉課では、６月～９月までの毎週水曜日に“絆ポ
ロシャツ”（水色ポロシャツ）を着用し、心の健康や自殺対策への理解を深める機会を持てるようにして
います。また、今年は６月～７月にかけ、石川郡内合同でゲートキーパー（命を守る相談役）養成講座を
開催しました。
　今後は、傾聴ボランティアの研修、小・中学生を対象にした思春期心の健康講座、男性の生きがいをつ
くるためのヘルスアップ講座、石川郡内自殺対策セミナーなど、住民の皆さんが“命の大切さ・尊さ”に
ついて考えたり、一緒に取り組めたりできるような活動・支援を実施していく予定です。

ゲートキーパー養成講座は、民生委員等を対
象に３回コースで開催されました。参加者は、
自死（自殺）の現状や、その社会的背景にあ
るもの、相談を受ける側のストレスケア、傾
聴の仕方について学びました。まずは先入観
なく現実を受けとめ、相談を受けた側も一人
で抱え込まずに、上手に支援につなぐことの
大切さについて考える機会となりました。

傾聴ボランテイア養成講座のお知らせ

癒しの絵手紙配布事業は、中学校美術部と絵手紙
サークルの方の交流も兼ね、夏休み期間中に実施
しました。往復はがきに、夏の花や野菜、小物な
ど様々な夏の絵柄と一言を添えて、一人暮らしの
高齢者の方に郵送します。送られた方からは、感
謝の言葉がかえってくることもあり、希望がある
場合には包括支援センターで家庭訪問もしていま
す。絵手紙をとおし、心の交流をしています。
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■応急手当と救命処置
　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気におそわれるかわかりません。
　ついさっきまで元気にしていたのに、突然、心臓や呼吸がとまってしまったら・・・・人の命を救うために、そ
　ばに居合わせた人ができる応急手当てのことを救命処置といいます。
■救命の連鎖と住民の役割
　傷病者の命を救い、社会復帰に導くために必要となる一連の行いを「救命の連鎖」といいます。
　「救命の連鎖」は、[心停止の予防]－[心停止の早期認識と通報]－[一次救命処置]－[二次救命処置と心拍再開後の
　集中治療]の四つの輪で成り立っており、この四つの輪が途切れることなく素早くつながることで救命効果が高ま
　ります。

９月９日は「救急の日」９月９日は「救急の日」

小さなお子さんをお持ちの保護者の方が、休日・夜間の急な子どもの病気にど
う対処したらよいのか、病院の診察を受けたほうがよいのかなど判断に迷った
時に小児科医師・看護師への電話による相談ができるシステムがあります。

電話 ＃８０００（１９時から翌朝８時まで）相談システムをご利用ください!!

～いざという時のために、
　3日分の程度の食の備えをしましょう～

※賞味期限に気をつけて

貴重品類

救急用具

衣料品

～以下のものがあると緊急時に役立ちます～

・ヘルメット、防災ずきん
・懐中電灯
・携帯ラジオ
・笛、ホイッスル
・予備の乾電池 など

・毛布　・タオル
・缶切り　・ナイフ　
・ライター、マッチ
・携帯トイレ
・ウェットティッシュ
・ビニール袋
・工具セット
・ラップフィルム
・携帯用カイロ など

・現金　・預金通帳
・印鑑　・保険証
・免許証 など

・絆創膏　・消毒液
・包帯　・ガーゼ
・医薬品　・生理用品 など

・下着　・靴下　・長袖
・長ズボン　・雨具
・防寒用ジャケット など

※総務省消防庁より引用

避難用具

生活用品

※大人１日分の目安です。※大人１日分の目安です。
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。
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■応急手当と救命処置
　私たちは、いつ、どこで、突然のけがや病気におそわれるかわかりません。
　ついさっきまで元気にしていたのに、突然、心臓や呼吸がとまってしまったら・・・・人の命を救うために、そ
　ばに居合わせた人ができる応急手当てのことを救命処置といいます。
■救命の連鎖と住民の役割
　傷病者の命を救い、社会復帰に導くために必要となる一連の行いを「救命の連鎖」といいます。
　「救命の連鎖」は、[心停止の予防]－[心停止の早期認識と通報]－[一次救命処置]－[二次救命処置と心拍再開後の
　集中治療]の四つの輪で成り立っており、この四つの輪が途切れることなく素早くつながることで救命効果が高ま
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時に小児科医師・看護師への電話による相談ができるシステムがあります。

電話 ＃８０００（１９時から翌朝８時まで）相談システムをご利用ください!!
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水稲生産農家の皆さんへ

平成26年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成26年産米の
放射性物質全量全袋検査について
平成26年産米の
放射性物質全量全袋検査について
　平成24年から福島県産米の安全性を確保し、消費者等の信頼を回復することを目
的として実施されている全量全袋検査が今年も行われます。
　平成24年から福島県産米の安全性を確保し、消費者等の信頼を回復することを目
的として実施されている全量全袋検査が今年も行われます。

今年も全袋検査を行います。皆様のご理解とご協力をお願いします
①　昨年同様、出荷用米はもちろん、自家用米や縁故米などすべての米で放射性物質の「全量全袋検査」
　　を行います。
②　３年目となり、自家用米や縁故米で検査を受けないことが懸念されます。
　　万一、検査を受けないで他人に譲った米から基準値を超える値が検出された場合等は、これまで回復
　　に努めてきた信頼が失われてしまいます。県内全ての農家のために、必ず検査を受けてください。

1

生産者バーコードラベルについて
①　２６年産米用のバーコードラベルは緑色です。昨年のピンク色および一昨年の白色のバーコードラベ
　　ルは使えませんので注意してください。
②　米袋に貼る「生産者バーコードラベル」を９月上旬頃に役場から皆様のご自宅へ送付します。
　　ラベルが届いたら名前を確認し、ラベルを写真の位置にしっかりと貼り付けてください。
③　枚数が不足しそうな場合や、９月下旬になってもラベルが届かない場合は、役場農政商工課
　　（☎３６－１１８３）へご連絡ください。

2

※米袋の上端から約40cmの位置に、横向きに貼り付けてください。

19　広報あさかわ　2014.9

検査場所について
①　あぶくま石川農業協同組合　簑輪倉庫（浅川字大明塚地内）
②　有限会社オヤケ倉庫（里白石字荒屋郷地内）

3

全袋検査を受けたらすぐに出荷・販売・譲渡ができます
①　全袋検査を受け、検査済みラベルが貼られた米袋はすぐに
　　出荷・販売・譲渡することができます。
②　国によるモニタリング検査（抽出検査）は行われません。

7

自家用米や縁故米を検査場へ運搬できない方は次の業者にご相談ください
●　あぶくま石川農業協同組合浅川営農生活センター　☎　３６－３１５６
●　有　限　会　社　オ　ヤ　ケ　　　　　　　　　　☎　３６－２２８５
●　白　坂　多　三　郎　商　店　　　　　　　　　　☎　３６－２００８

8

お願い事項
① 自家用米・縁故米・くず米等用にもできるだけ新しい米袋を使ってください。
② すべての米袋に生産者の名前を書いてください。

9

お問い合わせ先
●　浅川町地域の恵み安全対策協議会事務局（浅川町役場農政商工課）　☎ ３６－１１８３
●　あぶくま石川農業協同組合浅川営農生活センター　　　　　　　　　☎ ３６－３１５６
●　有限会社オヤケ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ３６－２２８５

10

Ｊ Ａ 簑 輪 倉 庫
☎３６－３６７５

(有 )オヤケ倉庫
☎３６－２２８８

検査期間について
①　町内２箇所での検査は、平成２６年９月１８日（木）から１２月１９日（金）まで行います。
②　９月と１０月は毎日検査を行います。１１月と１２月は平日のみ検査を行います。

4

検査立会料について
①　検査を受けていただく労力に対し、１袋（３０㎏）２００円の検査立会料が支払われます。
　※今年度より、検査立会料は検査業務受託者【あぶくま石川農協浅川支店・㈲オヤケ】より直接支払わ
　　れます。支払い方法等の詳細については検査予約の際にご確認ください。

5

検査の流れ
①　検査は予約制です。検査を受けたい日の前日までに検査場へ電話し、住所・氏名・電話番号・検査予
　　定数量を伝え、検査日時や持参物(通帳・印鑑)等の指示を受けてください。

②　指示を受けた日時に米袋を検査場へ搬入し、係員の指示に従ってください。
③　検査申込書を記入し、検査が終了するまでお待ちください。
④　検査結果が一定の数値以下であれば、検査済みラベルが貼られて検査終了となりますので、米袋をお
　　持ち帰りください。
⑤　一定の数値を超えた場合、県の機関で詳細検査を受けることになります。
⑥　詳細検査で１００ﾍﾞｸﾚﾙ/kgを超えた場合、旧市町村単位で出荷が制限されます。

6

検査が終了すると放射性物質検査済ＱＲラベルが米袋に添付されます⇒
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青天の霹靂
著者：劇団ひとり

学歴もなければ、金もなく、恋人もいない35歳
の晴夫。一流マジシャンを目指したはずが、17
年間場末のマジックバーから抜け出すことがで
きない。そんなある日、テレビ番組のオーディ
ションではじめて将来への希望を抱く。だが、
警察からの思いもかけない電話で、晴夫の運命
が、突如、大きく舵を切る――。人生の奇跡を
瑞々しく描く長編小説。

みをつくし献立帖
著者：高田　郁

大好評「みをつくし料理帖」シリーズで登場した料
理をあなたのご家庭に!!「はてなの飯」「ありえ
ねぇ」など、本編ではご紹介出来なかったレシピを
初公開、澪がつくり出す料理を著者自らが完全再現。
また、つる家の間取り図や書き下ろしエッセイなど
余すところなく収録。そして、ここでしか読めない、
澪と野江の幼き日の思い出を描いた書き下ろし短編
小説「貝寄風」を特別収録した豪華なレシピ本。
「みをつくし料理帖」ファン待望の一冊!!

海賊とよばれた男（上・下）
著者：百田直樹

この男の生き様は美しい。本屋大賞の話題作。読まずに語るな。 
愛する家族、社員、そしてこの国の未来のために。
この奇跡のような英雄たちは、実在した。敵は七人の魔女、待
ち構えるのは英国海軍。ホルムズ海峡を突破せよ! 戦後、国際石
油カルテル「セブン・シスターズ」に蹂躙される日本。内外の
敵に包囲され窮地に陥った鐡造は乾坤一擲の勝負に出る。それ
は大英帝国に経済封鎖されたイランにタンカーを派遣すること。
世界が驚倒した「日章丸事件」の真実。若き頃、小さな日本の
海で海賊とよばれた男は、石油を武器に、世界と対峙する大き
な野望を持っていた。「ゼロ」から全てが始まる。

その他の新着本
○ゆかいでおかしい日本の民話全６巻（紙芝居）（教育画劇）
○知性を磨く「スーパージェネラリスト」の時代（田坂広志／光文社新書）
○居眠り磐音 江戸双紙１～４４巻（佐伯泰英／双葉文庫）
○宇宙兄弟１～２３巻（小山宙哉／講談社）
○名探偵コナン６０～８３巻（青山剛昌／小学館）

　私が図書室を利用するようになったきっ
かけは、恥ずかしい話ですが、晩酌の度が
過ぎ、医師にたしなまれたことです。今宵
の時間を持て余すようになり、「退屈しの
ぎに本でも読んでみるか…」でした。
　最後まで読み切らない時もあり、例える
とウォーキング感覚で全く無理はしません。
健康と気分転換に利用させて頂いており、
最近は、返却すると「次は何か借りていこ
うか」と結構はまっています。
　今後の私の健康維持のため、興味を惹く
本を取り揃えてください。

利用者の声 図書室開室時間

月～金　８：３０～１７：００
第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます。
詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～ 返却していない本がありましたら、
　　次の方のために早く返却しましょう!! ～
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国民健康保険被保険者証の更新について
国民健康保険の保険証が更新されます
　保険証の更新に伴い、9月下旬に各世帯主様宛に簡易書留にて新しい保険証をお送りします。一人一枚
となっていますので、記載内容を確認し、間違いがあれば届け出をしてください（勝手に書き換えたりす
ると無効になります）。なお、現在お持ちの保険証は、10月1日以降使用できませんので、10月1日以降
は新しい保険証を使用（コピーした保険証は使用できません）し、有効期限の切れた保険証は役場窓口へ
返却するようお願いします。
　また、70歳以上75歳未満の方には、70歳になられた誕生日の翌月（1日生まれの人はその月）より高
齢受給者証が交付されますので、病院を受診される際には保険証と一緒にご持参下さい。
保険証は大切にしましょう
　国民健康保険の保険証は、病気やけがなどで病院を受診するときに必要となるので、取り扱いには気を
つけ、大切に保管してください。万が一、紛失したり破れてしまったりしたときは、速やかに役場保健福
祉課に届け出を行い、再交付を受けましょう。また、他人との貸し借りは、法律で罰せられますので絶対
に行わないでください。

ご存知ですか？ジェネリック医薬品
ジェネリック医薬品って何？
　医療機関や薬局で処方されるお薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があ
ります。
　新薬は、研究開発の末に新しく販売されるお薬ですが、発売までには長い期間と多大な費用がかかって
おり、その費用を回収するため販売後のしばらくの期間を特許期間とし、開発メーカーが独占的に新薬の
製造をおこないます。
　しかし、この特許期間が過ぎれば他のメーカーも新薬と同じ有効成分・効き目のお薬を製造することが
できます。既に新薬で効き目や安全性が確立されているため研究開発の手間や費用が少なく済み、そのぶ
ん安く販売できるようになります。それがジェネリック医薬品です。

１．新薬と比べ安価
　研究開発の手間や費用が少ないため、その
価格は新薬の2～7割程度で済みます。
２．有効成分や効き目は新薬と同じ
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の有効
性を持つことを条件に製造されているため、
効能・効果は新薬と同等です。また、メー
カーによっては、より飲みやすく、扱いやす
く工夫されたものもあります。
３．いろんな病気や症状に対応する薬が出て
います
　医療機関より処方される薬には様々なもの
があるように、ジェネリック医薬品にもさま
ざまな種類があり、カプセルや錠剤、点眼剤
など形態も様々です。

ジェネリック医薬品に切り替えるには？
　ジェネリック医薬品は一般の薬局で購入できる
市販薬ではなく、処方せんが必要なお薬です。ま
た、すべての新薬にジェネリック医薬品が製造販
売されているわけではなく、治療内容によっては
適さない場合や、特許期間中で製造されていない
場合、ジェネリック医薬品への変更ができないこ
とが処方箋に書かれている場合もあります。
　まずはお医者さんや薬剤師さんにジェネリック
医薬品に切り替えたいことを伝えてください。
「ジェネリック医薬品希望シール」で自分
の意志を伝えよう！
　もし、自分から「ジェネリック医薬品にしてほ
しい」と伝えにくいという方は、「ジェネリック
医薬品希望シール」を使って意思を伝えてくださ
い。シールは役場保健福祉課にて配布していま
す。
【問い合わせ】
　　　　　　　　　　保健福祉課　☎36-4123

ジェネリック医薬品の特徴



広報あさかわ　2014.9　20

青天の霹靂
著者：劇団ひとり

学歴もなければ、金もなく、恋人もいない35歳
の晴夫。一流マジシャンを目指したはずが、17
年間場末のマジックバーから抜け出すことがで
きない。そんなある日、テレビ番組のオーディ
ションではじめて将来への希望を抱く。だが、
警察からの思いもかけない電話で、晴夫の運命
が、突如、大きく舵を切る――。人生の奇跡を
瑞々しく描く長編小説。

みをつくし献立帖
著者：高田　郁

大好評「みをつくし料理帖」シリーズで登場した料
理をあなたのご家庭に!!「はてなの飯」「ありえ
ねぇ」など、本編ではご紹介出来なかったレシピを
初公開、澪がつくり出す料理を著者自らが完全再現。
また、つる家の間取り図や書き下ろしエッセイなど
余すところなく収録。そして、ここでしか読めない、
澪と野江の幼き日の思い出を描いた書き下ろし短編
小説「貝寄風」を特別収録した豪華なレシピ本。
「みをつくし料理帖」ファン待望の一冊!!

海賊とよばれた男（上・下）
著者：百田直樹

この男の生き様は美しい。本屋大賞の話題作。読まずに語るな。 
愛する家族、社員、そしてこの国の未来のために。
この奇跡のような英雄たちは、実在した。敵は七人の魔女、待
ち構えるのは英国海軍。ホルムズ海峡を突破せよ! 戦後、国際石
油カルテル「セブン・シスターズ」に蹂躙される日本。内外の
敵に包囲され窮地に陥った鐡造は乾坤一擲の勝負に出る。それ
は大英帝国に経済封鎖されたイランにタンカーを派遣すること。
世界が驚倒した「日章丸事件」の真実。若き頃、小さな日本の
海で海賊とよばれた男は、石油を武器に、世界と対峙する大き
な野望を持っていた。「ゼロ」から全てが始まる。

その他の新着本
○ゆかいでおかしい日本の民話全６巻（紙芝居）（教育画劇）
○知性を磨く「スーパージェネラリスト」の時代（田坂広志／光文社新書）
○居眠り磐音 江戸双紙１～４４巻（佐伯泰英／双葉文庫）
○宇宙兄弟１～２３巻（小山宙哉／講談社）
○名探偵コナン６０～８３巻（青山剛昌／小学館）

　私が図書室を利用するようになったきっ
かけは、恥ずかしい話ですが、晩酌の度が
過ぎ、医師にたしなまれたことです。今宵
の時間を持て余すようになり、「退屈しの
ぎに本でも読んでみるか…」でした。
　最後まで読み切らない時もあり、例える
とウォーキング感覚で全く無理はしません。
健康と気分転換に利用させて頂いており、
最近は、返却すると「次は何か借りていこ
うか」と結構はまっています。
　今後の私の健康維持のため、興味を惹く
本を取り揃えてください。

利用者の声 図書室開室時間

月～金　８：３０～１７：００
第１・３土曜日は、１０：００～１２：００まで
「本の読み聞かせ会」・図書の貸出をしています。
※貸出期間は２週間、一人５冊まで借りられます。
詳しくは中央公民館まで　☎ 36-2134

～ 返却していない本がありましたら、
　　次の方のために早く返却しましょう!! ～

今
月
の
新
着
本

中
央
公
民
館 

図
書
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

笹島岩男さん

21　広報あさかわ　2014.9

国民健康保険被保険者証の更新について
国民健康保険の保険証が更新されます
　保険証の更新に伴い、9月下旬に各世帯主様宛に簡易書留にて新しい保険証をお送りします。一人一枚
となっていますので、記載内容を確認し、間違いがあれば届け出をしてください（勝手に書き換えたりす
ると無効になります）。なお、現在お持ちの保険証は、10月1日以降使用できませんので、10月1日以降
は新しい保険証を使用（コピーした保険証は使用できません）し、有効期限の切れた保険証は役場窓口へ
返却するようお願いします。
　また、70歳以上75歳未満の方には、70歳になられた誕生日の翌月（1日生まれの人はその月）より高
齢受給者証が交付されますので、病院を受診される際には保険証と一緒にご持参下さい。
保険証は大切にしましょう
　国民健康保険の保険証は、病気やけがなどで病院を受診するときに必要となるので、取り扱いには気を
つけ、大切に保管してください。万が一、紛失したり破れてしまったりしたときは、速やかに役場保健福
祉課に届け出を行い、再交付を受けましょう。また、他人との貸し借りは、法律で罰せられますので絶対
に行わないでください。

ご存知ですか？ジェネリック医薬品
ジェネリック医薬品って何？
　医療機関や薬局で処方されるお薬には、新薬（先発医薬品）とジェネリック医薬品（後発医薬品）があ
ります。
　新薬は、研究開発の末に新しく販売されるお薬ですが、発売までには長い期間と多大な費用がかかって
おり、その費用を回収するため販売後のしばらくの期間を特許期間とし、開発メーカーが独占的に新薬の
製造をおこないます。
　しかし、この特許期間が過ぎれば他のメーカーも新薬と同じ有効成分・効き目のお薬を製造することが
できます。既に新薬で効き目や安全性が確立されているため研究開発の手間や費用が少なく済み、そのぶ
ん安く販売できるようになります。それがジェネリック医薬品です。

１．新薬と比べ安価
　研究開発の手間や費用が少ないため、その
価格は新薬の2～7割程度で済みます。
２．有効成分や効き目は新薬と同じ
　ジェネリック医薬品は、新薬と同等の有効
性を持つことを条件に製造されているため、
効能・効果は新薬と同等です。また、メー
カーによっては、より飲みやすく、扱いやす
く工夫されたものもあります。
３．いろんな病気や症状に対応する薬が出て
います
　医療機関より処方される薬には様々なもの
があるように、ジェネリック医薬品にもさま
ざまな種類があり、カプセルや錠剤、点眼剤
など形態も様々です。

ジェネリック医薬品に切り替えるには？
　ジェネリック医薬品は一般の薬局で購入できる
市販薬ではなく、処方せんが必要なお薬です。ま
た、すべての新薬にジェネリック医薬品が製造販
売されているわけではなく、治療内容によっては
適さない場合や、特許期間中で製造されていない
場合、ジェネリック医薬品への変更ができないこ
とが処方箋に書かれている場合もあります。
　まずはお医者さんや薬剤師さんにジェネリック
医薬品に切り替えたいことを伝えてください。
「ジェネリック医薬品希望シール」で自分
の意志を伝えよう！
　もし、自分から「ジェネリック医薬品にしてほ
しい」と伝えにくいという方は、「ジェネリック
医薬品希望シール」を使って意思を伝えてくださ
い。シールは役場保健福祉課にて配布していま
す。
【問い合わせ】
　　　　　　　　　　保健福祉課　☎36-4123

ジェネリック医薬品の特徴



広報あさかわ　2014.9　22

社会協議会受付分
○浅川町建築組合 様
　　　　  27,918円

ご寄付ありがとうございます

　平成２６年第５回議会定例会を次の日程で行う予定
です。
・９月　８日（月）…本会議（提案理由の説明）
・９月　９日（火）…本会議（一般質問）
・９月１１日（木）…本会議（議案の審議）
※議会は傍聴することができます。

議会定例会のお知らせ

　　　　　　７月１８日（金）実施分
○株式会社ニッセイ福島工場 様　　　　　　１２名
○関東精工株式会社浅川工場 様　　　　　　　４名
○浅川町中央公民館　　　　　　　　　　　 １２名
　ご協力ありがとうございました。
　　　　　　【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

献血ありがとうございます
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司
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困
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図
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。
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ら
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

水野チヨ子

郷田　幸正

富永　一男

矢吹　文子

上野要四郎

國分　正明

79歳

94歳

79歳

57歳

67歳

６１歳

山白石７区

本町２区

里白石

荒町

荒町

荒町

女

男

女

男

貴彦 景子

貴彦 景子

拓哉 亜矢

女 恭輔 茜

龍也 いづみ

滝輪１区

滝輪１区

簑輪

荒町

東大畑２区

りょうせい

ひ な こ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

川井日夏子

川井　稜晴
れ な

石井　伶奈
ゆう き

中西　結生
るな

芳賀　　月

お誕生おめでとう
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19

26

10/3

6

13

20

27

10/4

8/31

7

14

21

28

1

8

15

22

29　

2

9

16

23

30

3

10

17

24

10/1

4

11

18

25

10/2

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

交通安全パレード
（里小）

交通教室（里小）
誕生会、
自由参観日
（幼稚園）
身体測定（山保）

全校絵をかく会
（浅中）
授業参観（浅小）
祖父母参観・ふれ
あい給食（里小）
見学学習・修学旅
行（山小）

１歳６か月健診
（保セ）
避難訓練、
引渡し訓練
（浅保・山保）

にこにこ広場
（浅保）

交通安全教室
 （浅小）
森林環境学習
（里小）
ボランティア大作
戦（山小）

交通教室（山小）

なんでも法律相談
（福セ）
思春期教室（山小）
身体測定【年長】
交通指導【年少】
（幼稚園）
交通指導（浅保）
にこにこお話会
（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
お誕生教室
（保セ）
お弁当の日、
運動会予行演習
（幼稚園）

心の健康相談
（保セ）
身体測定【年少】
交通指導【年長】
（幼稚園）
身体測定（浅保）
誕生会（山保）

広報発行日秋分の日

献 血

敬老の日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

　（公民館）
土曜参観・家庭教
育学級（山小）
親子運動会
（浅保）

図○

敬老会

　（公民館）
運動会（幼稚園）
図○

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

浅川町少年の主張
大会
避難訓練
【不審者・駐在所
指導】（幼稚園）

　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎３７ー１５４４
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

２年生職場体験
10日～（浅中）

振替休業日（山小）
おつきみ会 
（浅幼・浅保・
山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）

　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

　添田医院 
（石川町）
☎２６ー２５３８
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

総合検診
【東大畑1・2区、
簑輪】（保セ）

総合検診【滝輪
１・２区、大草、 
畑田】（保セ）
秋の遠足（幼稚園）
交通指導（山保）

衣替え
総合検診
【本町2区、中里、
根岸、松野入】
（保セ）

総合検診【本町１区、
小貫、太田輪】
（保セ）
石川地区陸上競技
大会（各小学校） 
誕生会（浅保）

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ９月29日（月）
国民健康保険税　４期
介護保険料　　　４期
後期高齢保険料　２期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１７件
０件
６件

７月の７月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４３５人
３,４２１人
２,１７２世帯

（＋４）
（±０）
（＋４）
（－３）

（８月１日現在）
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

水野チヨ子

郷田　幸正

富永　一男

矢吹　文子

上野要四郎

國分　正明

79歳

94歳

79歳

57歳

67歳

６１歳

山白石７区

本町２区

里白石

荒町

荒町

荒町

女

男

女

男

貴彦 景子

貴彦 景子

拓哉 亜矢

女 恭輔 茜

龍也 いづみ

滝輪１区

滝輪１区

簑輪

荒町

東大畑２区

りょうせい

ひ な こ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

川井日夏子

川井　稜晴
れ な

石井　伶奈
ゆう き

中西　結生
るな

芳賀　　月

お誕生おめでとう
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資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

交通安全パレード
（里小）

交通教室（里小）
誕生会、
自由参観日
（幼稚園）
身体測定（山保）

全校絵をかく会
（浅中）
授業参観（浅小）
祖父母参観・ふれ
あい給食（里小）
見学学習・修学旅
行（山小）

１歳６か月健診
（保セ）
避難訓練、
引渡し訓練
（浅保・山保）

にこにこ広場
（浅保）

交通安全教室
 （浅小）
森林環境学習
（里小）
ボランティア大作
戦（山小）

交通教室（山小）

なんでも法律相談
（福セ）
思春期教室（山小）
身体測定【年長】
交通指導【年少】
（幼稚園）
交通指導（浅保）
にこにこお話会
（山保）

股関節脱臼検査
（石川町保セ）
お誕生教室
（保セ）
お弁当の日、
運動会予行演習
（幼稚園）

心の健康相談
（保セ）
身体測定【年少】
交通指導【年長】
（幼稚園）
身体測定（浅保）
誕生会（山保）

広報発行日秋分の日

献 血

敬老の日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

　（公民館）
土曜参観・家庭教
育学級（山小）
親子運動会
（浅保）

図○

敬老会

　（公民館）
運動会（幼稚園）
図○

　（公民館）図○

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

浅川町少年の主張
大会
避難訓練
【不審者・駐在所
指導】（幼稚園）

　あつうみ内科医院
（玉川村）
☎３７ー１５４４
　あらまちクリニ
ック（棚倉町） 
☎３３ー８０１８

医○

医○

２年生職場体験
10日～（浅中）

振替休業日（山小）
おつきみ会 
（浅幼・浅保・
山保）

つどいの広場
育児相談（保セ）

　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　木村医院 
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○

　…図書室開放日・本の読み聞かせ　　…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター図○ 医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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　須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町６７-１　☎０２４８-７６-２９８０
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

　添田医院 
（石川町）
☎２６ー２５３８
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２２１２

医○

医○

総合検診
【東大畑1・2区、
簑輪】（保セ）

総合検診【滝輪
１・２区、大草、 
畑田】（保セ）
秋の遠足（幼稚園）
交通指導（山保）

衣替え
総合検診
【本町2区、中里、
根岸、松野入】
（保セ）

総合検診【本町１区、
小貫、太田輪】
（保セ）
石川地区陸上競技
大会（各小学校） 
誕生会（浅保）

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

【忘れずに納付してください。】

今月の納期 ９月29日（月）
国民健康保険税　４期
介護保険料　　　４期
後期高齢保険料　２期

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１７件
０件
６件

７月の７月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８５６人
３,４３５人
３,４２１人
２,１７２世帯

（＋４）
（±０）
（＋４）
（－３）

（８月１日現在）
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編集・発行／浅川町役場 総務課

山内　恵 さん（中里）
▶年齢は?　２８歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?
　夫、息子2人、父、母、祖父、祖母
▶趣味は?　DVD鑑賞
▶今 欲しいものは?　車
▶楽しかった思い出は?
　沖縄旅行
▶どんなスポーツが好きですか?
　サッカー
▶プチ将来は？　家族でUSJ
▶町の印象は？
　花火がキレイ
▶何か一言どうぞ
　あつみ、次よろしくです♡

緑川剛史 さん（里白石）
▶年齢は?　２６歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?　祖父・祖母・父・母・兄
▶趣味は?　スノーボード
▶今 欲しいものは?　新しいボードの板
▶楽しかった思い出は?
　最近行った那須ハイ
▶どんなスポーツが好きですか?
　スノーボード
▶プチ将来は？
　結婚？（笑）
▶町の印象は？
　自然豊かな町
▶何か一言どうぞ
　いよぉ！岡田さん！待ってましたぁ（笑）

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
岡田淳一さん
（山白石二区）
の予定です

次回は
金澤淳美さん
（本町一区）
の予定です




